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　現在、屡
「
場 計測の 手毀 と して、ホ

ール 素子 や 磁 気 プ n 一ブ を用 い る こ とが
一
般的 で あ る、．しか し こ れ らの 計測 法 に は、電磁 ノ．イズ に 脆弱で

あ る こ とE 計 測時 間お よ び 計 1貝ll精 度 の 不 足 な どの 闇 題 点 が 挙 げ られ 、磁 場 門 じ 込 め 核融 合装債 に 用 い る に は 不 1 か で あ る ，我 々 は こ れ ら の 問

題 什 角瞬夬す る 新 し い 磁 場 計測法 と し て ．フ ァ ラ デ
・一

効果に 着 目 し、レ
ーザー

ご 用 い た 磁場 言1．測法 の 開発 を行 っ て い る．フ ァ ラデー．．
回 転の ：尖出

法 に は、ク ロ ス ニ コ ル 法、光学遅延 変調法、光 ヘ テ ロ ダイ ン 法の 3 っ が 挙 げ られ 、そ れ ぞ れ に つ い て 、コ ス ト、管理 の 容 易 さ、計測 精 度 、計

測 可能 時 聞 、な どの 面 か ら 比較
・
検 討 を 行 っ た、

　現住は 、検 封の 結果 を受 け、ゼ ー
マ ン レ

ー
ザ
ー

を 光 源 とす る 光ヘテ 1．1 ダイ ン i丿 t 中心 に 研究 を進 め て い る．本 計測法 の 主 要 な問題 点 と して、
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：｝光 を抑制 する

た め 2 周波直交偏 光用 ソこア イ ソ レ ー
タ 〔図 D を導入 した。しか し、光ア イ ソ レ ータ に は、温度 に 依 存 し戻 IP光抑制 性 能 を変 化 させ て し ま う

特 性 」 曳あ り 、十測可 能 な 時 間が 限 られ て い 广．こ の 温 度依 存 性 の 間題 を解 決す る た め に、フ ァ ラ デ
ー．一
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を製 作 し、温

度 制御 に よ る 戻 り光 抑 制 性 能 の 向 上 を 図
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計測時 間 と計 測精 度の 向．ヒ｛ 日指 し

光学系 全 体 の 恒 温 化 び）準備 を進 め て

　本講演 で は、製 作 した光ア イ ソ レ

紮 置 に よ る 精度改 善の 報 告 を LIJ心 に

他 の 計 測 法 と の 比 較、今 後 の 課 題 な
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襲置 に お け る 電 位生 成物理 機構、電位 形 成 ・電位 に よ る プ ラ ズ マ 閉 じ

込 め 向 上 に つ い て の 研 究 は、タ ン デ ム ・ミラ
ー
装置 の 研 究進展 ・展望 の た め に 必 要 不 可 欠

な へ 貞 的研究 ア ー
マ で あ る ［1−3】．、

　そ こ で 、生 成 され た 電位 に よ るプラ ズ マ 閉 じ込 め効果 を研 究す る事 を 口的 とし 、単
一プ

ラ ズ マ
・
シ ョ ッ トで、ミ ラ

ー・プラ ズ マ 端部 に 磁 力 線 に沿 っ て 流 出 す る t オ ン の 二 次 元 分 布

を 測定 で きる 、新 FL
イ オ ン ・エ ネル ギ

ー・・ス ペ ク トル 計測器 ア レ イ 宀 開発 し た．．　 ・
方．電位

閉 じ込 め領 域 で あ るセ ン トラ ル 部 で は ．マ イ ク ロ チ ャ ン ネル プ レ
…

ト（MCP ）、及 び 我 々 が

開発 し た X 線
’
卜導 体検出器 ア レ イを用 い た X 線空間 分布計測 を 行い 、セ ン トラ ル 部 ・プ

ラ ズ マ 端部　
t
／十測か 1｝、電位形 成 ・

電場構造とプラズマ の 安定化 ・
閉 じ込 め 向上 との 相関

を 検討 し た、．

　 こ の 結 果、新型 計測器 ア レ イ に よ る 空闘 的 ・時 間的 に 変 化す る イ オ ン 閉 じ込 め 電位 と、
湍 損失 イ オ ン電流の 揺動解析か ら、電子 サ イ ク ロ トロ ン 加rm（ECIT）パ ワ

ー
の 増大 等 に 伴 う

電 位の 進展に よ り 、強 い 電 場 シ ア の 発生 と．そ れに 伴 うセ ンヘ ラ ル 部 ・プ ラ ズ マ 端部 両 部

に お け る揺動 の 抑 制及 び粒 子 閉 じ込 め の 改 善に 対 す る、本 質的 な効 果 を 実験 的に 初 め て 明

らか に した （図 ）、
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